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　アトピー性皮膚炎（AD）患者では、黄色ブドウ球
菌（黄ブ菌）が原因菌である皮膚感染症が著しく
多くみられる。今回我々は、黄プ菌膜蛋白抗原に
対する皮内反応およびその他の遅延型免疫反応を
施行し、AD患者の易感染性との関連について検
討した。AD　64例、非AD健常人15例を対象とし、
プロテインAを欠如する黄プ菌Wood　46株のドデ
シル硫酸ナトリウム（SDS）抽出膜蛋白100・1000
μg／ml，黄ブ菌プロテインA（Pharmacia社製）1・
10μg／ml，およびカンジダ抗原、　SK－SD，ツベリ
クリンを用い、AD患者・健常人の前腕内側に皮内
注射し、15分後および48時間後に判定した。15分
後では、プロテインA1μg／m1の膨疹でADは健常人
に比べ有意な反応の充進をみたが、プロテインA
10μg／ml，　Wood　46100μg／mlの紅斑で、　ADは健
常人に比べ有意な反応の減弱がみられた。48時間
後では、プロテインA10μg／皿1，　Wood　46100・
1000μg／mlでADは健常人に比べ有意に反応の減
弱がみられた。また、SK－SD，ツベリクリン反応
ともADは一般健常人に比べ反応は減弱していた。
以上より、ADは黄ブ画面蛋白抗原の即時型反応が
健常人に比べ北進しているとはいえず、このこと
より黄ブ菌膜蛋白抗原が1型アレルギーの抗原と
なる可能性は少ないと思われる。ADでは健常人に
比べ、黄ブ菌膜蛋白抗原の遅延型反応が有意に減
弱しており、また、減弱している者では、他の遅
延型免疫反応も有意に減弱しており、それぞれの
反応について関連があると思われた。これらの黄
ブ三振蛋白抗原を含む遅延型反応の減弱が、AD
患者の黄ブ菌に対する易感染性と関連している可
能性が示唆された。
　目的＝アトピー性皮膚炎患者における皮膚感染
症の原因菌として黄色ブドウ球菌が高率に分離さ
れる。今回、アトピー性皮膚炎患者において黄色
ブドウ球菌の感作状態をしるためProteinA欠損株
を用いて、菌抽出物にたいする特異的IgEを測定
した。さらに患者での液性免疫動態をしるため特
異的lgG、　IgG1、　IgG2抗体、　IgGsubclassおよび、
candidaRASTを測定し、その臨床像と比較検討し
た。
　方法および対象：東京医科大学受診のアトピー
性皮膚炎患者197名（4か月一59才）を対象と
した。黄色ブドウ球菌（ProteinA欠損株）にたいす
る特異的IgEはPharmaciarWキットによりRIAにて
測定、特異的IgG、　IgG1、IgG2抗体は抗原を作成し、
ELISAにて測定した。　IgGsubclassはサンドイッチ
ELISAで測定した。
　結果＝アトピー性皮膚炎患者197名中60名（30
％）に特異的IgE抗体が検出された。陽性者は生
後6か月以降に認められ、年令と共に陽性率は上
昇していた。臨床像の比較では重症ほど高率であっ
た。総IgEと陽性率の比較では、陽性者がより総
IgEが高い傾向を示した。陽性者と陰性者に特異
的IgG抗体レベルに差を認めなつかたが、　IgG1、I
gG2のレベルで陽性者の方が高い傾向を示した。
陽性者ではカンジダ抗原にたいしてもRAST陽性
者を多数認めた。また、測定した範囲では陽性巧
の好中球機能は正常であった。
　結論＝アトピー性皮膚炎患者ではカンジダ抗1
と同様に黄色ブドウ球菌にたいしても高率に感
されていることが知れた。この感作状態とIgG、
gG1、IgG2レベル、　IgGsubclaassや好中球機能とρ
明らかな関連は認めなかった。
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